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住みよいまちに
　市民活動センターのミーティングスペースでは、リンパマッサージの普及などを進める市民
活動団体「湘南リンパ四季の会」の会員らがイベントの打ち合わせをしています。センターは
市内で活動する団体やボランティアらの活動拠点になっています。詳しくは2面へ。
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活
動
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
市

民
活
動
団
体
の
会
員
ら
の
声
で
に

ぎ
わ
う
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

　
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
２

分
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
に

あ
る
セ
ン
タ
ー
は
会
議
室
や
展
示

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
市
民
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る

拠
点
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
末
現
在
、
セ
ン
タ
ー
に
は

330
の
市
民
活
動
団
体
が
登
録
し
て

い
ま
す
。
団
体
登
録
す
る
こ
と
で

セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
へ
の
掲
載
や「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
市
民
活
動
見
本
市
」

「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」

（
3
面
下
囲
み
記
事
）の
市
民
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
活
動
が
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を
所
管

す
る
市
協
働
推
進
課
の
山
本
夏
枝

主
任
は「
団
体
の
活
動
内
容
が
市

民
に
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
外
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
を
増
や
し
、
市
民
と
の
壁
を

な
く
す
支
援
を
す
る
こ
と
も
私
た

ち
の
役
目
で
す
」と
力
強
く
話
し

ま
す
。

　

団
体
の
紹
介
は
市
民
向
け
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
団
体
間

で
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
で
は
年
２
回
交
流
会
を

開
催
し
、
毎
回
30
～
40
団
体
が

参
加
し
ま
す
。「
団
体
の
方
は
セ

ン
タ
ー
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
お
互

い
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
」と
話
す
山
本

　市民活動センターは平成15年5月の開設以来、
市民活動団体への情報の提供、相談業務などを通
して、市民活動を支援しています。市民活動団体や
ボランティアは同センターを利用し、活発に活動を
続け、住みよいまちづくりを進めています。

問  市民活動センター☎２1−7517

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
市
民
活
動
団
体
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
は
、
開
設
し
た
平
成
15
年
度
は

175
団
体
で
し
た
が
、
26
年
度
は
325
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

19
分
野
の
団
体
が
あ
り
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。「
保
健
、
医

療
ま
た
は
福
祉
の
増
進
」は
最
も
多
く
99
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

平
塚
市
は
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
こ
と
や
多
く

の
河
川
が
流
れ
る
土
地
柄
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
環
境
の
分
野
も
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
セ
ン
タ
ー
開
設
年
度
と
比
較
す
る
と
、「
社
会
教
育

の
推
進
」「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」な
ど
の
分
野
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。
団
体
数
の
増
加
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
市
民
二
ー
ズ

主
任
。「
つ
な
が
り
を
深
め
、
視

野
も
広
が
る
と
好
評
で
す
」と
話

し
ま
す
。
交
流
会
で
お
互
い
の

活
動
を
知
り
合
う
こ
と
で
、
互

い
に
協
力
す
る
団
体
も
い
ま
す
。

動
資
金
も
助
成

　

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

は
資
金
の
確
保
や
運
営
方
法
、
会

員
の
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

最
も
多
い
相
談
の
一
つ
が
活
動

資
金
の
問
題
で
す
。
団
体
が
市
民

活
動
を
し
て
い
く
上
で
活
動
資
金

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
市
が
出
資

し
て
い
る
公
益
信
託「
平
塚
市
民

活
動
フ
ァ
ン
ド
」は
、
活
動
の
活

性
化
の
た
め
に
、
入
門
コ
ー
ス
10

万
円
、
発
展
コ
ー
ス
50
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
か
ら

こ
れ
ま
で
延
べ
138
団
体
が
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
「
助
成
金
だ
け
で
は
な
く
、
団

体
が
自
ら
お
金
を
集
め
ら
れ
る
よ

う
な
支
援
も
し
て
い
ま
す
」と
話

す
山
本
主
任
。
セ
ン
タ
ー
で
は
財

源
講
座
を
は
じ
め
、
団
体
の
活
性

化
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
年
６
回
開

催
し
、
団
体
の
質
の
向
上
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

動
が
見
つ
か
る

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
市
民
活

動
団
体
以
外
に
も
、
サ
ー
ク
ル
や

同
窓
会
な
ど
の
一
般
団
体
や
個
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
情
報
収
集
の

場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。「
私

た
ち
は
市
民
活
動
団
体
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
仕
事
も
し
て
い

ま
す
」と
山
本
主
任
は
話
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
福
祉
や
環
境
な

ど
目
的
を
持
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
探
し
に
来
る
方
だ
け
で
は
な

く
、
漠
然
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
い
と
い
う
相
談
者
も
訪
れ
ま

す
。「
得
意
分
野
や
活
動
時
間
な

ど
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
市
民
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
７
月
下
旬

～
９
月
下
旬
に
、
中
学
生
以
上
が

団
体
の
活
動
を
体
験
す
る
ユ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
57
人
の
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
24
団
体
の
中
か
ら
市
民
活

動
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

多
く
は
高
校
生
と
大
学
生
で
す
。

中
学
生
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
体
験
期
間
を
１
カ

月
長
く
し
た
こ
と
で
、
専
門
学
生

や
社
会
人
も
参
加
で
き
、
参
加
者

層
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
熱
心
に

活
動
す
る
学
生
ら
が
多
く
て
、
質

は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」と
山

本
主
任
は
話
し
ま
す
。

要
と
さ
れ
る
喜
び

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
10
代
の

若
者
か
ら
80
代
以
上
の
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
は
50
～
60
歳
代
で
す
。

　

市
民
活
動
団
体
の
会
員
は
、
定

年
を
迎
え
た
方
や
子
育
て
が
一
段

落
し
た
主
婦
も
多
い
と
言
い
ま

す
。「
会
員
の
中
に
は『
市
民
活
動

で
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
た
り
、
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
考
え
た
り

す
る
こ
と
で
、健
康
で
い
ら
れ
る
』

と
い
う
方
も
い
ま
す
。
成
果
が
ダ

イ
レ
ク
ト
に
返
っ
て
く
る
市
民
活

動
は
、
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と

山
本
主
任
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

市民活動センター
活 動 を 活 性 化 す る

活動拠点でできることは？
　原則、市民活動団体の登録が必要です。利
用時間は午前9時〜午後10時です。
ミーティングスペース　打ち合わせや交流の
場として利用できます。（登録不要）
会議室　会議や研修に利用できます。ノート型
パソコンやプロジェクターなども貸し出してい
ます。
情報スペース　インターネットに接続している
パソコンが利用できます。（登録不要）
展示スペース　団体の活動報告など、1カ月
間展示できます。（予約必要）
図書スペース　市民活動に関する図書や資
料が閲覧できます。（登録不要）
掲示スペース　パンフレットやボランティア募
集の案内などを掲示できます。（登録不要）

　その他、ロッカーや会議などの間に子どもを
遊ばせるためのキッズルームなどがあります。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

説
明
す
る
山
本
主
任

30％

13％
13％
42団体

99団体

42団体
38団体

25団体
12％

8％

18団体

16団体
9団体

36団体

6％
5％

10％
3％

人権の擁護または平和の推進国際協力

社会教育の推進環境の保全まちづくりの推進

子どもの健全育成学術、文化、芸術またはスポーツの振興

保健、医療または福祉の増進

その他の分野

平成26年度　分野別団体割合必

活

活
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　毎週木曜の夜に総合公園に集まる木曜ラ
ンナーズの会員。全盲や弱視の障がい者と
健常者、約20人が１周約600㍍のランニング
コースを一緒に走ります。「活動を始めた当
時、木曜日は不思議と雨が降らなくてね。
それが団体名の由来になったんだ」と内野
慎吾会長は話します。
　木曜ランナーズは平成2年に社会福祉協
議会が開催する福祉フェスティバルで、障
がい者と伴走したことがきっかけで設立。
　練習では、障がい者と健常者が「絆」と言

われるひもを手に持ち、障
がい者のペースに合わせて
並走します。「歩くことから
始めた障がい者も、今では
速い人だと１周３分台で走り
ますよ」と内野会長は笑顔
を見せます。
　設立当時、会員は４～５人

程度でしたが、活動が口コミで広がり、現
在では４５人に。「平均年齢は５４歳と高齢化が
進んでるけど、最近は中学生や高校生ら、
若い参加者が増えている」と話します。
　木曜ランナーズは市民活動センターが募
集するユースボランティアで毎年、学生ら
若者を受け入れています。学生らはアイマ
スクをしてランニングするなどの体験を経
て、障がい者と伴走します。体験期間が終
わっても引き続き、伴走している学生らも
多いそうです。「ユースボランティアを通し
て障がい者の気持ちを理解するきっかけに
なるのでは」と内野会長は話します。
　「走ることが夢だ」と話していた障がい者
は、練習を重ね、今では自然に走れるよう
になりました。「『生きていてよかった』とい
う言葉を聞いたり、汗を流して走る姿を見
たりすると、何とも言えないやりがいを感
じるんだよ」と笑顔を見せます。

「分からない問題あるから教えてー」
　吉沢公民館（上吉沢３９５）に響く児童の声。吉沢地
区町内福祉村「ひだまりの里」が主催する寺子屋で
は、神奈川大学の学生らで構成する平塚地区BBS
会が小学生に勉強を教えています。
　BBSはBig Brothers and Sisters Movementの略称
で、日本BBS連盟に加盟し、青少年に健全な発達支
援などをする団体として平成１6年に設立しました。
　「まず非行に走らせないための取り組みをしてい
ます」と話すのは会長を務める神奈川大学３年生の温

ぬく

井
い
里
さ な こ
奈子さん。非行防止活動の一環として、平成2３

年から寺子屋を始めました。勉強の合間にはドッヂ
ボールをして遊んだり、おやつを食べたりして、子
どもたちのにぎやかな声は絶えません。
　同会は保護観察の少年の自立支援活動もしている
ため、専門的な知識が必要です。市民活動センター
の会議室を利用し、定期的に勉強会などを開催し、
会員のスキルアップをしています。「長期休みは学校
が使えないので、センターのフリースペースを利用
させてもらっています」と話します。
　現在５９人が入会している同会。会員は講義やアル
バイトなどの合間に、寺子屋などに教えにきます。
　「子どもの成長を見れてうれしいです。今後も少
年らの姉や兄のような存在になれるよう、活動を続
けていきたいですね」と温井さんは語ります。

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で

来
場
者
を
案
内
す
る
、
高
浜
高
校

３
年
の
荘そ

う

埜の

澄す
み

英え

さ
ん（
下
写

真
）。「
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の

絆
が
で
き
て
楽
し
い
」と
話
し
ま

す
。
中
学
１
年
生
の
時
に
福
祉
委

員
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

　
　
　

学
校
卒
業
後
も
ボ
ラ
ン
テ

　
　
　

ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
高
浜
高
校
の
福
祉
教
養

コ
ー
ス
へ
進
学
し
ま
し
た
。
福
祉

教
養
コ
ー
ス
は
介
護
や
保
育
の
施

設
で
の
体
験
実
習
な
ど
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
募
集
す

る
市
民
活
動
団
体
の
活
動
に
も
友

達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ゲ
ー
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」や
子
育
て
支
援

　市民活動セン
ターでは、毎年、
９月下旬に市民
活動センターま
つり、３月中旬
にボランティア
＆市民活動見本
市を開催してい
ます。
　市民活動センターまつりは約50団体が参加。今年は９月
27日に開催し、各団体はマジック教室やダンス教室などの
体験コーナーや展示などで活動を紹介しました。
　見本市は市民活動団体がそれぞれブースを出店し、活動
を紹介するほか、ボランティアの心得などの講座を開催。
「地域や社会のために何か役に立ちたい」という方と市民活
動団体をつなげています。

イベントで市民活動をＰＲ

を
す
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー

ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
き
し
ゃ
ポ
ッ

ポ
」な
ど
7
団
体
の
活
動
を
体
験

し
ま
し
た
。「
立
ち
仕
事
が
多
く
て

足
腰
が
疲
れ
る
け
ど
、
学
校
で
は

経
験
で
き
な
い
世
代
の
違
う
人
た

ち
と
の
交
流
が
で
き
る
の
で
楽
し

い
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
　
　

校
卒
業
後
は
学
校
や
ボ
ラ

　
　
　

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
学
ん
だ

経
験
を
生
か
し
、
保
育
や
介
護
の

資
格
を
取
り
た
い
と
話
す
荘
埜
さ

ん
。「
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
力
強
く

話
し
ま
す
。

市民活動センターを利用する団体の活動

塗
り
絵
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
操
作

を
体
験
す
る
参
加
者

　「あなたの趣味は何ですか」「私ノ趣味ハ
野球ヲ見ルコトデス」。横内公民館（横内2５
06）の日本語教室に片言の日常会話が飛び
交います。
　教えるのは市民活動団体「カベラ日本語の
会」。横内団地に移り住んだインドシナ難民
を支援するため平成４年５月に設立しました。
インドシナは主にカンボジア・ベトナム・ラ
オスの３カ国で、同会の名前はこの３カ国の頭
文字をとっています。
　設立当初は外国人が多く住む横内地区に

ある横内公民館で教室を始め、同年には中
央公民館にも開設。平成１５年に市民活動セ
ンターができたことで同センターに新たな
クラスを開設しました。同会会員の永井祐
子さんは「センターの研修室やロッカーを
借りることができるので、新たに教室を開
設しました」と話します。
　同会は毎年、市民活動センターが開く見
本市で団体を紹介し、会員を募集していま
す。定年退職者や主婦など、毎年１～３人が
入会。現在は３0人います。
　三つの教室で約80人が受講する外国人は
就職や日本語能力試験の合格、同じ出身国
の人と交流するために受けている人もい
て、目的や年齢、国籍もさまざまです。永
井さんは「人は萎縮していると物事を覚え
にくいと思います。なるべく笑って楽しん
で日本語を覚えてもらいたいですね」とほ
ほ笑みます。

兄弟のような存在に
平塚地区ＢＢＳ会

楽しく日本語会話
カベラ日本語の会

絆でつなぐランナー
木曜ランナーズ

宿題を教える温井さん（右）

中

高
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募
　
　
集

応
募
方
法
は

右
　
　
　
　

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　１１月２４日（火）午前8時30分か　
　ら、受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

KS管理ビル
（社会福祉協議会）

豊
原
分
庁
舎

こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

原
爆
被
爆
体
験
を
き
く
会

　
12
月
５
日

（
土
）午
前
10

時
～
正
午
。

大
野
公
民
館

（
東
真
土
２

―
12
―
１
）。

100
人（
先
着

順
・
小
学
校

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

募
　
必
要
事
項（
小
学
生
以
下
は

年
齢
も
）を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
、
行
政
総
務
課
☎
21
―

９
７
５
４

23
―
９
４
６
７

so
m
u@

へ
。

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

　
粗
大
ご
み
か
ら
再
生
可
能
な
家

具
を
修
理
・
再
生
し
て
、
提
供
し

ま
す
。
50
個
程
度（
抽
選
）。
１
人

１
点
。
修
理
費
用
程
度
を
負
担
。

募
　
12
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
７
日
は

正
午
ま
で
）に
、四
之
宮
７
―
３
―

５
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―

５
３
０
１
で
現
物
を
確
認
し
て
、

申
込
書
を
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
へ
。

子
ど
も
竹
細
工
教
室

　
12
月
19
日（
土
）午
前
10
時
～
正

午
。
青
少
年
会
館
。
市
内
在
住
の

小
学
校
３
～
６
年
生
20
人（
抽
選
・

初
め
て
の
方
を
優
先
）。
水
彩
絵

の
具
・
は
さ
み
。500
円
。汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募
　
教
室
名
・
必
要
事
項
・
学
年
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
12
月
３

日（
木
）ま
で
に
、
〒
254
―
0041
浅↓

平和について考えましょう

※
表
中
・
文
中
の
金
額
は
、
表
示
単
位
未
満
で
四
捨
五
入
し
て
１
万
円
単
位
に

し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

34億9,752万円（4.3％）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的

経
費
投
資
的

経
費

そ
の
他

そ
の
他

歳 出（性質別）819億4,422万円

公債費

普通建設事業費

物件費

補助費等
維持補修費
繰出金、積立金　

投資及び出資金、貸付金

扶助費

人件費 149億5,720万円（18.2％）

109億2,651万円（13.3％）

209億4,736万円（25.6％）
（生活保護費・保育所の運営費など）

51億518万円（6.2％）

85億9,603万円（10.5％）

45億1,531万円（5.5％）
　　　10億4,775万円（1.3％）

123億647万円（15.0％）

市　税

諸収入

前年度繰越金、基金繰入金など

国庫支出金

地方譲与税、各種交付金、地方交付税など

432億8,142万円（50.2％）

45億4,644万円（5.3％）

89億2,661万円（10.3％）

126億4,502万円（14.7％）

55億419万円（6.3％）

ワンポイント解説

自主財源
　税金や使用料・手数料など、市が自
主的に収入できる財源です。
　自主的な行政運営を進めるには、そ
の確保に努めることが必要です。
　平成26年度の市の自主財源比率は
65.8㌫です。繰入金、諸収入が減った
ことなどにより、前年度比で2.4ポイン
ト減りました。

歳 入 862億9,767万円 一般会計

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源市　債 60億4,410万円（7.0％）

県支出金 53億4,988万円（6.2％）

災害復旧費 4,489万円（0.1％）
⃝

一
般
会
計

　
862
億
９
７
６
７
万
円
の
歳
入
に

対
し
、
歳
出
は
819
億
４
４
２
２
万

円
で
し
た
。
歳
入
・
歳
出
の
い
ず

れ
も
平
成
25
年
度
に
比
べ
増
え
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
繰
り
越
し
た
事

業
の
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
、
36
億
９
３
０
９
万
円
の
黒

字
で
し
た
。

歳
入
　

⬆

２
・
8
㌫
増

　
新
庁
舎
建
設
に
か
か
る
基
金
か

ら
の
繰
入
金
な
ど
が
減
少
し
た
も

の
の
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
伴
う

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、
市
債

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
23
億
３
５

０
７
万
円
増
え
ま
し
た
。

⬆

市
税（
０
・
９
㌫
増
）

　
前
年
度
よ
り
４
億
251
万
円
増
え

ま
し
た
。
個
人
市
民
税
は
、
３
８

５
１
万
円
の
増
加
、
法
人
市
民
税

は
３
億
３
８
５
７
万
円
、
固
定
資

産
税
は
新
築
家
屋
の
増
加
な
ど
か

ら
、
１
億
778
万
円
増
え
ま
し
た
。

歳
出
　

⬆

２
・
４
㌫
増

　
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

よ
り
、
投
資
的
経
費
が
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
扶
助
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
19
億

４
５
９
８
万
円
増
え
ま
し
た
。

⬆

扶
助
費（
５
・
8
㌫
増
）

　
児
童
手
当
の
支
給
や
保
育
所
の

運
営
、
障
が
い
者
の
福
祉
対
策
、

生
活
保
護
費
の
支
給
な
ど
、
社
会

保
障
に
か
か
る
費
用
で
す
。
26
年

度
は
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
11
億
５
３
０
０

万
円
増
え
ま
し
た
。
扶
助
費
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
決
算
額
は
209
億

４
７
３
６
万
円
で
し
た
。
歳
出
構

成
比
で
25
・
6
㌫
と
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

⬆

人
件
費（
３
・
6
㌫
増
）

　
市
職
員
の
給
与
や
手
当
、
退
職

金
な
ど
に
か
か
る
費
用
で
す
。
定

年
退
職
者
が
増
え
退
職
手
当
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
よ
り
５
億
２
５
０
5
万
円
増
え

ま
し
た
。

⬆

公
債
費（
１
・
２
㌫
増
）

　
市
債
の
元
利
償
還
や
一
時
的
な

借
り
入
れ
を
し
た
場
合
の
支
払
利

息
に
か
か
る
費
用
で
す
。
前
年
度

よ
り
６
０
９
５
万
円
増
え
ま
し
た
。

⬆

投
資
的
経
費（
10
・
4
㌫
減
）

　
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
か
か

る
費
用
で
す
。
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
10
億
806
万
円
減

り
ま
し
た
。

⃝

特
別
会
計

　
七
つ
の
特
別
会
計
の
歳
出
の
合

計
は
732
億
２
４
１
７
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
１
７
９
９
万
円（
０
・

0
２
㌫
）減
り
ま
し
た
。

　
実
質
収
支
は
、
合
計
で
16
億
７

７
９
３
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

▼
競
輪
事
業

　
効
果
的
な
広
報
活
動
な
ど
で
、

収
入
を
確
保
し
、
一
般
会
計
に
２

億
５
０
０
０
万
円
を
繰
り
出
し
ま

し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
28
億
６
８
７
２

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳
入

に
占
め
る
保
険
税
収
入
済
額
の
割

合
は
22
・
３
㌫
で
し
た
。

▼
下
水
道
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
39
億
７
０
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
、
市
債
を
４
億

９
８
６
０
万
円
借
り
入
れ
ま
し

た
。
市
債
の
借
入
残
高
は
489
億
８

７
２
7
万
円
で
す
。

▼
介
護
保
険
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
22
億
３
１
０
4

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳
入

に
占
め
る
保
険
料
の
割
合
は
21
・

５
㌫
で
し
た
。

▼
農
業
集
落
排
水
事
業

　
土
屋
地
区
と
吉
沢
地
区
の
汚
水

処
理
施
設
を
整
備
す
る
事
業
で

す
。
一
般
会
計
か
ら
１
億
500
万↓

　平成26年度の決算は歳入（収入）・歳出（支出）ともに前年度を上回
りました。大型事業では、新庁舎建設事業の１期工事が完成し、新
たなまちづくりの拠点となる新庁舎での業務を開始しました。

問　財政課☎2１―8７65

歳入・歳出ともに増加

競　　　　　　　輪
国 民 健 康 保 険
下　　　水　　　道
水産物地方卸売市場
介 　 護 　 保 　 険
農 業 集 落 排 水
後 期 高 齢 者 医 療

会計（事業）名 歳　入 歳　出

合　　　　　　　計

183億４,６58万円
286億2,492万円
84億8,065万円

1,444万円
159億7,964万円
6億4,018万円
29億8,295万円
750億6,936万円

179億7,418万円
280億２,440万円
82億285万円
1,310万円

155億8,503万円
6億362万円

28億2,099万円
732億2,417万円 平成26年７月から新庁舎での業務を開始しました

平成２6年度の平塚市決算報告
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間
町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32

―
７
０
２
９

31
―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

　
び
わ
青
少
年
の
家（
土
屋
２
７

１
０
―
１
）で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。

　
12
月
24
日（
木
）午
後
２
時
30
分

～
25
日（
金
）午
後
５
時
。
青
少
年

会
館
集
合
・
解
散（
び
わ
青
少
年

の
家
に
直
接
行
く
方
は
、
24
日
午

後
３
時
集
合
。
解
散
は
青
少
年
会

館
）。
市
内
在
住
の
小
学
校
６
年

生
36
人（
抽
選
）。
１
０
０
０
円
。

募
　
イ
ベ
ン
ト
名
・
必
要
事
項
・

学
校
名
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
12
月
３
日（
木
）ま

で
に
、
〒
254
―
００4１
浅
間
町
12
―
41

青
少
年
課
☎
32
―
７
０
２
９

31

―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座

　
ネ
ー
テ
ィ
ブ
講
師
が
英
語
を
初

め
て
学
ぶ
子
ど
も
に
教
え
ま
す
。

楽
し
く
英
語
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
12
日
～
平
成
28
年
１
月
30

日
の
土
曜
日
、
全
６
回
、
午
前
10

時
～
11
時
な
ど
。
１
月
30
日
は
中

央
公
民
館
ま
つ
り
で
成
果
発
表
を

し
ま
す
。
中
央
公
民
館
。
市
内
在

住
の
小
学
校
３
・
４
年
生
20
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。3００
円
。

募
　
保
護
者
・
子
ど
も
の
必
要
事

項
、
子
ど
も
の
学
年
を
、
は
が
き
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
平
成
27
年

11
月
27
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―

００4７
追
分
１
―
20
中
央
公
民
館
☎
34

―
２
１
１
１

chuo-k@

へ
。

多
重
債
務
相
談
会

　
認
定
司
法
書
士
と
生
活
支
援
相

談
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　
12
月
８
日（
火
）午
後
１
時
～
４

時
。
本
館
５
階
市
民
情
報
・
相
談

課
。
４
人（
先
着
順
）。
１
人
45
分
。

募
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
市
民
情

報
・
相
談
課
☎
21
―
８
７
６
４
へ
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
市
内
の
農
家
で
、
農
作
業
を
手

伝
い
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
①

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
で
健
康

②
市
内
在
住
③
援
農
研
修
に
３
回

参
加
で
き
る
。

　
作
業
の
時
間
や
内
容
は
受
け
入

れ
農
家
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

募
　
豊
原
分
庁
舎
２
号
館
２
階
の

農
水
産
課
☎
35
―
８
１
０
３
や
市

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、
電
話

連
絡
の
上
直
接
、
同
課
へ
。

↓

　平成28年１月からの個人番号カー
ド（マイナンバーカード）の交付開始
に伴い、住民基本台帳カード（住基
カード）と公的個人認証（電子証明
書）の交付を平成27年１2月で終了し
ます。
　引き続き必要な方は、交付終了日
までに更新手続きなどをしてくだ
さい。
即日交付の方　受付終了日住基 １2
月26日（土）電子 22日（火）。
即日交付できない方　受付終了日
住基 2１日（月）電子 １7日（木）　交付
終了日住基 26日（土）電子 22日（火）。
　26日（土）は、窓口は正午までです。

問　市民課☎2１―877３

　
自
治
体
の
経
営
能
力
を
測
る
指

標
と
し
て『
健
全
化
判
断
比
率
』が

あ
り
、
四
つ
の
指
標
で
早
期
健
全
化

な
ど
の
必
要
性
を
判
断
し
ま
す
。

　
比
率
の
算
定
が
始
ま
っ
た
平
成
19

年
度
か
ら
８
期
連
続
で
い
ず
れ
の
指

標
に
つい
て
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、公
営
企

業
の
健
全
度
を
示
す「
資
金
不
足

比
率
」も
資
金
不
足
が
な
い
た
め
、

比
率
が
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
指
標
か
ら
は
平
塚
市
の
財
政

が
す
ぐ
に
破
綻
す
る
心
配
は
な
い
と

見
て
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
社
会

保
障
関
係
費
の
増
加
、
公
共
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
、
今
後
も
歳
出

は
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

比 率 区 分 健全化判断比率 早期健全化基準

将来、負担が見込まれる負債の割合

年間の借金返済額の割合

全ての会計の歳入に対する赤字の割合

一般会計の歳入に対する赤字の割合 11.29％

16.29％

25.00％

350.0％

なし

なし

2.3％

0.5％

な　し

市の財政健全化判断比率と資金不足比率（平成２６年度決算）

円
を
繰
り
入
れ
、
市
債
を
２

億
９
２
８
０
万
円
借
り
入
れ
ま
し

た
。
市
債
の
借
入
残
高
は
21
億
１

４
６
０
万
円
で
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
一
般
会
計
か
ら
４
億
３
９
６
２

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
歳
入

に
占
め
る
保
険
料
の
割
合
は
73
・

６
㌫
で
し
た
。

⃝

市
民
病
院

　
病
院
事
業
会
計
の
総
収
益
は
１１5

億
４
８
９
０
万
円
、
総
費
用
は
１１8

億
８
１
０
4
万
円
で
し
た
。

　
受
診
す
べ
き
診
療
科
が
明
確
で

な
い
患
者
の
最
初
の
窓
口
と
な
る

「
総
合
診
療
科
外
来
」や
、
入
院
時

の
事
務
を
効
率
化
す
る「
入
院
受

付
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
高
周

波
手
術
装
置
」な
ど
の
高
度
医
療

市
全
体
の
市
債
現

在
高
は
減
少

⬆

市
債
現
在
高（
1
・
0
㌫
減
）

　
市
債
は
市
の
借
金
で
す
。
学
校

や
道
路
な
ど
多
額
の
費
用
が
必
要

で
、
長
期
間
利
用
す
る
施
設
を
整

備
す
る
場
合
や
、
財
源
が
足
り
な

い
と
き
に
、
国
や
金
融
機
関
な
ど

か
ら
借
り
入
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
全
体
の
市

債
現
在
高
は
１
０
８
５
億
８
６
１

６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
11

億
１
１
７
７
万
円
減
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

5
億
42０
万
円
多
い
60
億
4
４
１
０

機
器
を
導
入
し
、
よ
り
安
全
な
医

療
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

10
億
７96
万
円
、
企
業
債
現
在
高
は

41
億
９
１
３
８
万
円
で
す
。

万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
市
債

現
在
高
は
532
億
９
２
９
２
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
15
億
２
５
３
7

万
円
増
え
ま
し
た
。

⬆

財
政
調
整
基
金（
11
・
3
㌫
減
）

　
基
金
は
市
の
貯
金
で
す
。
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
に
、
財
政
調
整
基
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。
26
年
度
は

25
年
度
よ
り
７
億
９
８
２
３
万
円

減
り
、
基
金
の
現
在
高
は
62
億
９

１
９
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
庁
舎
建
設
基
金
な
ど
市
全
体
の

基
金
の
現
在
高
は
１88
億
９
１
９
７

万
円
で
す
。

↓

主な取り組みと効果額

住基カードの交付
を終了します

方式による運営など）　7,470万円など
歳入確保額の合計　４億１,１６２万円
・市税などの収入の確保（市税収納率の向上な
ど）　３億2,20３万円
・受益者負担の適正化（使用料などの見直し）　
74３万円
・その他の収入の確保（ネーミングライツ料収
入の確保など）　8,2１6万円

問　企画政策課☎2１―87９7

財政健全化で年間５億９,１００万円 
の成果
歳出削減額の合計　１億８,０３３万円
・人件費の削減（市長らの給与や、職員の手当
の削減など）　５,９44万円
・行政運営経費の削減（事務事業の整理・合理
化など）　2,460万円
・民間活力の活用（指定管理者制度の導入やDBO

 主な事業と決算額
◆子育て・教育環境の整備
地域子育て支援推
進事業　３,９９３万円。
子育て支援センター
事業やつどいの広
場事業（右写真）な
どで、子育て中の不
安や疑問への相談
援助をしました。
公立園幼保一元化推進事業　５５6万円。港幼
稚園と須賀保育園を統合して、（仮称）港地区
認定こども園を設置するための実施計画を進
めました。
小学校運営事業　３億１,５３0万円・中学校運営
事業　１億7,4５0万円。児童生徒の安全を守る
ため、市内の小・中学校4３校すべてに防犯カ
メラの設置などをしました。
中学校施設管理事業　4億１９１万円。市内の中

学校１５校すべての図書室と音楽室に空調設備
を設置して、快適な学習環境を整えました。
◆商業・産業支援
商店等魅力アップ推進事業　１３6万円。伝統
的な技術や独自のサービスがある９店舗を「匠

たくみ

の店」として、初めて認定しました。
企業立地等促進事業　５,９0５万円。企業の誘
致などのため、事業所の新増設や環境設備の
設置へ助成しました。また、市内事業者への
発注を促す新たな助成制度を始めました。
◆美しいまちづくり
道路施設維持管理事業　５億28９万円。道路の
安全性を保つとともに、「バラを始めとした花
のまちづくり」の一環として、JR平塚駅北口
広場や駅前大通り線にバラを植えました。
ごみ収集運搬事業　１億１,３３6万円。小型家電
と蛍光管の分別収集を始めました。
◆防犯・防災体制の強化
防犯施設整備事業　7,8１6万円。市が管理す
る防犯街路灯をリース方式により一括ＬＥD化

するなどしました。
風水害対策事業　３,080万円。県による土砂
災害警戒区域の指定を受け、適切な避難行動
に役立てるため、土砂災害ハザードマップを
作成し、市内全戸への配布などをしました。
◆地域での暮らしを支える
成年後見利用支援センター設置事業　１,80５
万円。成年後見制度に関する相談や普及啓発、
市民後見人の養成や支援の拠点となるセン
ターを平成26年９月１５日に開設しました。ま
た、県などと共同で研修をしました。
◆高齢者支援の充実
高齢者生活支援事業　2,87９万円。在宅時緊
急通報システムの鍵預かりシステムを導入す
るなど、高齢者の見守り体制を強化しました。

 二つの大型事業
　平成26年度の決算額は次のとおりです。
・市役所の新庁舎建設事業　�３7億6,３１５万円
・市民病院整備事業　　　　��１0億8,2５0万円

将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営




